




　韓国海軍第二艦隊司令部に所属する「天安」号哨戒艦が、2010 年３月 26 日黄海の韓国








　韓国「天安」号哨戒艦は、2010 年３月 26 日夕方、韓国西部海域を巡回中に爆発により














月 18 日（2011 年７月２日確認済み）


























した。『環球タイムズ』2010 年６月 10 日。
４　自称事情通というインド人の専門家との会談、2011 年５月 29 日、上海。























































































































17　2003 年２月 25 日から 2008 年２月 25 日まで、蘆武鉉が大韓民国の第 16 代大統領を担任していた。




















































































中には韓国が 2010 年の「護国」軍事演習の中で発射した実弾の着弾水域が含まれる 22。
　2010 年 11 月 23 日午前、韓国は延坪島から 30km までの西南海域に向かって砲撃演習
を実施した。同日午後、北朝鮮は韓国側に演習の停止を要求した。しかし、韓国側がこ
の要求を無視したため、同日午後２時 34 分に北朝鮮は延坪島の韓国砲兵陣地に向かって
100 ～ 200 発の砲弾を発射した。砲弾の一部分が目標に当たり、60 ～ 70 棟の建物が燃焼
あるいは破壊され、韓国兵２名死亡 16 名負傷、島民２名が死亡し３名が怪我した 23。北朝
鮮のこの軍事行動は全世界を驚かせた。





























た 24。このような背景下で、朝鮮半島の情勢は一時極めて緊張状態にあった。2010 年 11 月





しては、恐らく米国はただ傍観するということはできなくなるであろう。12 月 18 日、わ
が国の外交部（日本でいう外務省に当たる）は、「目下、朝鮮半島情勢は危機一髪の状況
になっている」との懸念を表明した 25。12 月 20 日、韓国海軍陸戦部隊延坪島部隊は島の西











news.xinhuanet.com/world/2010-11/23/c_13619125.htm　2010 年 11 月 23 日（2011 年７月２日確
認済み）
25　「外交部副大臣張志軍が目下朝鮮半島情勢について中国側の立場を表明」http://www.fmprc.gov.
cn/chn/gxh/mtb/gjldrhd/t779291.htm　2010 年 12 月 18 日（2011 年７月２日確認済み）
26　北朝鮮軍側が当日韓国の射撃訓練に対して「応戦するに値しない」と表明
27　沈丁立『朝韓兄弟を忠告する：戦争はゲームじゃない』、『人民日報』海外版（望海楼）、2010 年
12 月 21 日、第一版。
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　そのためには、韓国は「天安」号軍艦の内部配備及び装備に関する軍事秘密を一部失う
可能性があるが、しかし、中国と北朝鮮の調査参与によって、体制下の共同調査の結論に
さらなる客観性を持たせることができ、調査結果が操作された疑いをかけられた消極的な
結果も排除できる。「天安」号事件の実際の処理を考察すれば、北朝鮮が早期の調査加入
を希望したが、韓国は恐らく北朝鮮と中国あるいは中国の調査段階での介入に同意しない
であろう。韓国には確かに自国の軍事秘密を守る必要がある。しかし、韓国のやり方は、
自国の主導した事件調査結果を中国や北朝鮮に受け入れさせるためには絶対的に不利であ
り、また、国連安保理で期待される目標に達するにも不利である。
　以上をまとめてわかるように、北東アジア安全体制を構築するために、決して現段階で
この地区に存在する各組の二国軍事同盟をただちに撤廃するということは要求されていな
い。たとえ他国集団安全体制が構築できたとしても、将来相当長い時期にわたって、二国
同盟は地区安全体制とともに、北東アジアの並行・相反することをしない安全構造になる。
かつてヨーロッパ―安全保障理事会の枠組みの下で、NATO とワルシャワ条約組織を共
存させたように。本質上、地区メンバーの国家安全は、依然として現実主義的な考えに基
づく自主国防と両国軍事同盟に頼っている。しかし、汎地区範囲では、さらに理想主義的
な集団制度建設が加わり、安全に協力する形式を通して、体制内すべてのメンバーの国家
安全を強めさせる。このような共同安全の形式が受け入れられる可能性があり、また、伝
統的な国家安全の方法のコストと必要性を減らすことにもなる。もちろん、地区安全体制
がしだいに効果を出すことによって、同盟政治の必要性が弱まるかもしれないが、それは
遠い未来のことである。
　地区安全体制を構築する現実の障害としては、北東アジア地区に存在する幾つもの領土
主権をめぐる争いがある。北東アジア範囲だけでも、中日間の尖閣列島（釣魚島）及び東
シナ海（東海）の境界争いが存在し、また、中朝、中韓、朝韓、韓日、そして、中国・台
湾海峡両岸など、複数組の領土あるいは国家の統一・独立をめぐる争いがある。これら構
造的矛盾が存在するために、地区性協力安全体制の構築がさらに困難になる。しかし、上
述したような困難が存在しているからこそ、集団安全的形式で対立を管理・コントロール
し、矛盾を消滅させることがより必要になる。両国間の軍事同盟と多国間安全体制の共存
が、地区の各行為体に安全を拡大させる機会を提供し、協力による共存・共栄の理性的未
来を与えることになる。
　北東アジア集団安全体制の設立には、危機管理だけでなく、危機を未然に防ぐ更なる重
要な任務を担わなければならない。体制の良好運営を通して、リスクと危機を妥当に回避
する役割を果たすよう努力する。そのためには、体制下の二つの常設機構が、平和な時期
から制度の構築に努め、メンバー国の国防の透明さや軍事上の相互信頼関係を高めること
を目指す必要がある。少しずつメンバー国に有利し、集団安全の制度性にも有利になるよ
うな配置を発展させ、各関係国が防衛目標、資源運用、適度な透明さなどについて、理念
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北東アジア安全体制
的交流を行い、メンバー国全員が受け入れられる区域性協力案を構想・推進させなければ
ならない。
６．結論
　「天安」号哨戒艦は韓国政府と人民の財産であり、韓国はまたわが国の友好な隣国であり、
戦略パートナーである。わが国が韓国の被った甚大な損失に対してただちに慰問の意を表
したことは、この危機をコントロールするために必要なことであった。2010 年に発生し
た「天安」号事件及びすぐ後に起きた延坪島砲撃事件は、中米朝韓四つの国の間の深刻な
対立を引き起こし、そこには厳しい教訓がある。突発的偶発事件を有効的に管理するため
には、これらの国の集団・制度的な協力が必要である。それこそが、北東アジア平和にお
いて、自国の根本的利益を維持できるのである。
　北東アジアの各関係側が、積極的に他方の立場に配慮し、共通利益を増幅させ、対立を
縮小させるよう努力すべきである。「天安」号事件をきっかけにして、延坪島砲撃事件を
警鐘として、地区性集団安全体制の可能性ある構想が提案された。伝統的安全構造をただ
ちに改造しないことを基礎として、地区安全・安定と協力に対して構造的改善を行い、共
に享受する集団の安全を増進させることにより、北東アジア地区の国家安全と国際関係の
積極的改善に有利になるよう行動すべきである。
 （邱燕凌訳）
